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皿 「工場簿記 (bruckfりring)Jの拾頭への若干の展望
前項でみたような， 1600年代に始まるオヲンダ及びドイツの商人を主た
る媒介者とするスウェーデンへの複式簿記の伝来，わけても商業簿記のそ
れを契機として， 1700年代に入るとスウェーデンでは，イタリア式簿記
法， ドイツ式簿記法，オラ γダ式簿記法などいずれの複式簿記形態による
ものであれ，総じて複式簿記原理それ自体についての基本的な理解が深ま
ったものと想像される。 1700年代の前半に， ドイツの著名な簿記書である
Georg Gottlieb Heynneの Dergang neu ankommende Buchhalter 
(Frankfurt und Leipzig， 1726.)が，スウ zーデン語による要約翻訳服「イ
タリア式簿記の簡単な報告 (KortUuderratelsc om Italienska Bokhal1e・
riet)J (Stockholm， 1738.)として出版されたのは，その前兆であった。こ
の翻訳版はすでにふれたように，前節で問題としたスウ zーデンにおける
最古の商業簿記教科書である HenrichOloffsson Hortulausの著作の出
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版よりほぼ 100年を緑過しているが，それと比較すれば，例えば帳簿締切
技術の完全な発展，残高勘定のもつ現代的な意味ずけ，企業規模に呼応す
る「月次の貸借対照表 (manadsbalans)jの作成と「月次の帳簿締切(ma.
natliga bokslut) j，各種の帳簿組織の拡大など，さまざまの点で名実共に
顕著な発展を示している。(資料l一(6)，ss.51ー 53.)だが，この要約翻訳
版の出版後，同年代のほぼ中葉には，イタリア， ドイツ，オランダなど外
国の複式簿記書のたんなる翻訳・紹介ではなくて，まさしく始めてスウェ
ーデン語による， rスウェーデン独自の三聞の著作 (tresvenska origina・
larbeten)jの出版に象徴されるような水準にまで，スウェーデンにおける
復式簿記研究はおしすすめられ，その幅広い普及をみるに到るのである。
(資料1一(4)，s.66.)この三冊の著作のうち一冊は以下のような書名の
「小売商の簿記 (endetaljihandesbokf凸ring)j，他のニ冊は「スウ z デー
ン工場簿記 (detsvenska bruksbokhallariet)jにかんする著作である。
(1) Christian Godwillig， Kort Anledning til et Minuthandelsbok. 
hallerie (Stockholm， 1741.) 
(2) Christan Godwillig， Kort Genwag och tydelig Anledning til 
det svenska Bruksbokhalleriet， 2 del， (Stockholm，1740 och 1741.) 
(3) Johan Wall， Eftersyn til Bruksbokhalleri pa Cammarvis (Stock. 
holm， 1947.) 
1700年代より1800年代の中葉にかけて発展するスウェーデンにおける麗
式簿記の展開過程については別稿を予定しているので，この 3聞の著作は
もとより，その他の著作についてもここでは敢えて立ち入らない。たださ
しあたり注目しておきたいのは，つぎの点である。すなわち1740年代に
は，従来の，外部的取引としての商業活動の記録・計算を主とするいわゆ
る商業簿記のみならず，きわめて初歩的な形態とはいえ，内部的取引とし
ての製造活動の記録・計算をも含む工的企業の複式簿記にかんするスウ z
-デンの簿記教科書が驚場してきたということである。そしてこの時期に
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そのような簿記教科書が出版されたということから，すでにそれ以前から
製造活動にかんする記録・計算が，実務ではある程度行われていたと推定
してもよいであろう。工的企業の記録・計算が，実務ではどのようにして
生成・発展し，そうした経験的な実務の蓄積の上に立って，工的企業の製
造過程についての計数的な記録・計算にかかわる著作が出版されるように
なってきたか， Oskar Sillenは，その聞の事情についてつぎのように叙述
しているが，この叙述はとうした推定の可能なととを示唆する。
「これまで取扱われてきた各著作は，その記述の対象を純粋に商業活動
においてきた。今やわれわれは，工業簿記上のスウェーデンの最初の教科
;与を問題にする。そしてそれは，これまで取り上げてきた部門の著作より
もこの分野の簿記実務においてはるかに高度な発展が遂けーられてきたとい
うことの証拠となる。筆者の考えるところによれば，筆者がこれらの著作
を取りとげるに先立って，スウェーデンの工業簿記実務における発展にか
んして方向ずけをするために，最初に若干のべることが必要である。
わが国の偉大なる時代が開始した時期に召喚されたオランダ人，われわ
れは，かれらを近代スウェーデンの鉄鋼産業の創立者とみなしうるが，か
れらは，その母国より記帳係 (bokforare )を一緒につれてきた。そして
ζの記帳係は，完全にその技術に周熟しており， 16∞千Iて代のスウェーデン
の工場簿記技術 (densvenska bruksbokfるringensteknikenunder 1600 
talet)に非常にすぐれた強い影響を与えてきた。スウェーデンの工業簿記
にかんする特別な方法 (enspeciell metod fるrsvenskt bruksbokhalleri) 
が発展してきた。そしてそれは，すでに1600年代の末葉に高い水準に到達
していたのである。就中このことは， Garpenbergs bruksrakenskaperか
ら明らかとなる。この会計帳簿は1679年より1910年まで一連のシリーズと
して，かなり破損されることなく保有され，現在ではストッグホルム商科
大学の図書館に存在している。現在の研究状態のもとでは，これらのオラ
ンダの記帳係が，それらの記録方法についての幅広い発展と改良にどれだ
け関与していたかは，言明することはできなし、。だがおそらくかれらの影
24 
響は， 1700年代の初頭までにすぎなかったようである。筆者は諸外国にお
ける工業簿記の発展については詳しくは知らないので，スウェーデンの実
務が，諸外国からの新しい考え方を取り入れたかどうかということについ
ては，決定的なことは何もいうことはできない。非常によりよい方法を作
り出したことは，外国の影響なしに行われてきたように思われる。よ二の工
場簿記は，およそ1850年頃にはその発展の頂点に達したであろう。この時
代までに発展された方法は，今世紀の20年代に入ってさえも保持されてい
る。スウェーデンの鉄鋼所の勘定体系 (desvenska jarnverkens konto-
systemen)は，今日，簿記の機械化の時代においてさえ，古い時代の基本
原理と同ーの原理の上に，実際には基本的には立脚している。J(資料l一
(4)， s.68.) 
Axel Grandellもまた，スウェーデンにおける工場簿記の拾頭の背景す
なわちかれのいういわゆる「スウェーデンーフィンランドの工場時代
(Brukseran i Sverige-Finland)Jの到来をふりかえることより出発し，
それをふまえてスウェーデンの工的企業における内部的取引の記録計算実
務の発展問題を論じているが，以下に要約したその骨子からも同様のとと
を推察できる。
(1) Gustav 1 Vasaとその息子連の時代に，スウェーデンでそれまで
行われてきた製鉄の製造法一一それは海または泌水から採取される鉱石に
よる製鉄の製造法であるが一ーは，廃止された。それにとって代ったの
は，岩石からの鉄処理であった。鉱石は溶鉱炉‘で溶解され銑鉄となり， ド
イツ式鍛冶 (tysksmide)とよばれる方法にしたがって水力ハンマーで棒鉄
にされた。このような熔鉱炉の運営方式は， 1500年代をつうじて適用さ
れ.1600年代に入ってもなおある程度まで存続した。
1600年代に入って GustavI Adolphusの治世の下で，伝統的に1500年
代まで行われてきた溶鉱炉の，国家管理による運営は，多額な経費と監督の
煩雑性という点で一定の行きずまりをみせた。そのためこの時代になると
製鉄の製造法それ自体の技術的な改革を背景にその管理・運営は，闇家が
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私的な企業家にその工場を賃借あるいは販売することによって漸次国営よ
り民蛍へと移行し始めた。加えて従来溶鉱炉を運蛍できる能力のある自立
的な創立者 (driftigasjalvstandiga grundare)も欠けていたが，製鉄の製
造法それ自体の技術的な改革とその管理・運営方式の民営化傾向は，こう
した階層の育成に寄与した。こうして今やスウェーデン フィンランドに
おける鉱山の開発と製鉄所の設立をめぐる新しい時代，いわゆる「工場時
代 (brukseran)Jが開始する。そしてそれは，今世紀の始めまで一一1809
年のブィンランド分割にも拘らずフィンランドにおいても一一統L、たとい
われる。それのみならずこの時期における鉱山の開発と製鉄所の設立及び
その工場運営の改革への動向は，例えば SelmaLagerlぽ及び ErixAxel 
Karlfedにより礼賛されたように，偉大なるスウェ一子、ンーフィンランド
の経済的基礎となった。すなわち時代と共にこの動向は，鉱山・製鉄業の
枠をこえ，例えば製材所，製粉所，ガラス工場の設立など，各種の手工業
部門へと波及していったのである。(資料I一(6)，s.60.) 
(2) Iスウェーデン工場簿記 (densuenska bruksfるringen)Jの生成は，
このようなスウ且ーデンフィンランドにおける「工場時代」の到米を背景
として，具体的にはおよそつぎのような過程を辿った。
1) この工場時代すなわち「偉大なる時代(stormaktstiden)Jに，ワロ
ン人の熟練鉱山労働者及び鍛冶監がこの工場に召喚され，かれらは「ワロ
ン人の鍛造 (vallonsmidt)Jとよばれる製造技術を導入した。かれらがス
ウェーデンへ住移するために最初に「そのとりなし役 (foresprakaren) J 
として一定の役割を果したのは，オランダ人の Lousde Geerであった。
かれ自身も1627年にスウェーデンへ移住し，ここで指導的な工場所有者と
なった。またワロン人の召喚と同様に，オランダ人の記帳係も召喚され，
かれらは，スウェーデンの工場運営によりよく適合した簿記体系の基礎を
作り上げた。そしてわれわれは，この時期に形成された簿記を現在では
「スウェーデン工場簿記J(den svenska bruksbokforingen)とよんでい
る。
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2) この「工場簿記Jは，スウ zーデンでは旧来の「商人簿記(Kopman-
nabokf oring) jによる影響を受けることなく，全く「独自に(fristanende)j
に発展した。そしてそれは， 1700年代の中葉にはすでに非常に高い水準に
あり，この水準は， r工場時代」をつうじて保持・改善されていった。
3) この「工場簿記」の発展にオランダ人あるいは他の外国人がどの程
度まで関与していたかは分からなし、。 OskarSilIenの想定するところで
は，この分野における諸外国の影響は，せいぜい1700年代の初頭までとさ
れている。〈資料1一(4)，s.68.)とはいえ OskarSilIenのこの見解は，資
料的な調査によれば必ずしも当らない。スウ zーデンの「工場時代Jの到
来と「工場簿記」の生成にとって外国人の影響がどの程度であったかは即
断しえないとしても，「スウェーデンの工場時代がその産業経済の歴史上
一時代を劃するのと同様の仕方で，スウェーデンの工場簿記は，その会計の
歴史において一時代を形成する」といってよL、。(資料 1ー (6)，s. 60-61.) 
ところでこのような「スウェーデンーー叩フィンランドの工場時代(Bruk-
seran Sverige-Finland)jの拾頭を背景とする「スウェーデン工場簿
記Jの発展の経緯を示す一指標としてしばしば引き合に出されるのは，
Garpenbergs bruksrakenskaperとL、ぅー鉱山業の工場会計にかんする帳
簿である。この会計帳帳簿は， 1679年一1910年というきわめて長期にわた
る記録であり，現在「ストックホルム商科大学Jの悶番館に保存されてい
る。この工場会計の記録はもとより，一般に「簿記実務は時間的につねに
簿記教科書の記述に先行j(資料 lー (6)，s.63.)するといわれるように，
スウ品ーデンの工的企業の内部的取引を中心とする会計的な記録・計算方
式が，教育実践のための工場簿記教科書の出版という形をとって現われる
ようになったのは， 18世紀のほぼ中葉からであった。この時期より19世紀
中葉まで「スウェーデン工場簿記」の開花期に出版された代表的な著作を
ニ，三あげるとすれば，前述の， Christian Godwillig及び JohanWal1 
による二冊のスウェーデン工場簿記書のほかに，
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(1) G. Strombom， Forsok til Hand.Bok fりrBruk小Betjenter，Sed. 
nare delen innehallande Bruks.Bokhalleriet， (Stockholm， 1801.) 
(2) Berger， Brucks.Bokhalleri， (Stockholm， 1857.) 
(3) S. H. Samuelsson， Kort afhandling om Bruks.Bokhalleri，(Stock. 
holm， 1864.) 
などを呈示することができるであろう。これらの著作の個々の内容の紹介
と若干の検討については，別稿を予定しているので，ここで立ち入ること
は避ける。ただきしあたり当面の問題との関連で留意したいことは，これ
らの著作はいずれも何らかの点で工場で現実に働いている人達の実際的な
経験を基礎としていたといわれていることである。(資料1一(6)，s.63.) 
こうした経験を基礎として形成・発展する「スウ且ーデン工場簿記」が，
同時代の商人簿記と比較して総じてより高度に発展した局面は，内部的取
引の記録・計算という点からみて， (1)取引記録についての多数の「特殊帳
(specialer) Jの使用とこの「特殊帳」及び元帳における「記入欄の技術
(kol umntekniker) Jについての工夫・展開， (2)多数の「特殊帳」のうちで
も，農夫及び鉱¥[1で働く人々については特別に「決済帳 (a刊誌nigsbok)J
とよばれるものが使用され，この帳簿が元帳と共に「本来的な帳簿 (de
egentliga bockerna) Jとして重視されたこと， (3)勘定体系の拡大であっ
た。(資料1一(6)，s.66.) 
幾度かふれたように， Iスンマ」に代表されるいわゆるイタリア式簿記
法の基本的な帳簿は，日記帳・仕訳帳・元帳であるが， Iスウェーデン工場
簿記」では日記帳及び仕訳帳は使用されず，それに代って「一連のあるい
は特殊な(langdereller specialer) J帳簿一一特殊帳 (specialbocker)-ー
が採則されていたといわれる。これらの特殊帳は，幾つかの「記入欄(kolu.
mner)Jを有し，それにより取引記録について多様な特殊化(specificering)
を試みた。その委細は当面の直接的な課題ではないので敢えて立ち入らな
いが，こうした方式が本格的に展開する18世紀の工場会計記録の一例とし
て，例えばー鉱山業の帳簿である FiskusBruksrakenskaperにみられる
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特殊帳の一つをなす FiskusBruks Cassr & Dierse wa】l!orsLandgt 
(1733-34年〉をあげることができる。ここでは現金欄の他に工場で働い
ている人々にたいして現物給付の形で賃銀として支払われる各種の自然産
物(例えばライムギ，コーン，小麦，塩，牛肉，豚肉など〉にたいして29
佃の記入欄と共通的な一例の金額欄が設定されている。そしてこのような
多数の記入欄は.r生産過程におけるさまざまの局面のコスト(kostnaderna
for de olika faserna prod uktionsprocessen) Jを辿り，それを管理する
ことをねらいとした。「特殊帳」は，もとより上記のような取引事項の計
上にかぎらず随時必要に応じて作成され，最終的には生産及び販売活動の
注意深かし、遂行をそのねらいとした。そして各種の「特殊帳」を含む「ス
ウェーデン工場簿記」における元帳の締切は，そこに計上された「各リス
ト(langderna)Jが集計され，特殊帳を参照して最終集計値が直接元帳に
勘定記入されるとL、う仕組であった。この“kolumntekniken"の適用は，
結果として「原始記帳 (grundnoteringarna)Jを非常に合理的な方法で体
系化し要約することを可能にした。このような方法が商業簿記の領域に導
入されるには，その後約100年以上を経過しなければならなかったといわ
れる。(資料一(6)，s. s. 63-65.) 
さきに「スウェーデン工場簿記」の帳簿組織の下では，いわゆる複式簿
記の基本的な帳簿であるH記帳及び仕訳帳に代えて，多数の「特殊帳」が
使用されていることを指摘した。これにたいして「スウエデン工場簿記」
の元帳についてみれば，当初は商人簿記のそれと全く同様に， その分割
はみられず，その記録・計算は「人的一及び物的勘定 (person-ochsak. 
konton)Jのいずれをも含んでトいたといわれる。だが間もなく人的勘定を
元帳より分割しようとする試みのーっとして，さきにもふれたように，農
夫及び鉱山で働く人々についての記録・計算については「決済帳 (avrak.
ningsbok)Jとよばれる帳簿を利用するようになった。 例えばその一例と
してわれわれは， Garpenbergsbrukの場合にはすでに 1686年以前の，ま
た Fiskwsbrugの場合には1756年以後の会計帳簿をあげることができる。
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この「決済帳」にたいして元帳は， しばしば「工場帳(BruksBok)j， i勘
定帳 (ContoBok)j， i資本帳 (CapitalConto)Jなどさまざまの名称を付
せられたが，この元帳と「決済帳」とは， i本来の工場帳簿 (deegentliga 
bockerna)Jとして，長期にわたって保有された。(資料1一(6)，s. s. 63-
66.) 
日記帳及び仕訳帳に代替する各種の「特殊帳」と， i本来の工場帳簿」
としての元帳及び「決済帳」という帳簿組織の形成に加えて， iスウ zーデ
ン工場簿記」の勘定体系も，総じて「生産過程における段階ごとの詳細な
原価計算 (endetaljerad kostnadsber法ningpa varje stadium i produ・
ktionsprocessen) Jが可能となるように設定された。例えばすでに今日で
いう， i原価中心点ないしは原価部門 (kostnadsstalle)jと「原価計算単位
(kostnadsb邑rare)jを区別し，前者の計算には「修繕及び維持費勘定
(reparations-och underhallskonto) Jや工場運営費を示す「経費勘定(om・
kostnadskonto) Jが，後者の把撮には「製造勘定 (Tillverkningskonto)j 
や「製品勘定 (produktkonto)jが，各々設定された。わけても「製品勘
定」の内容は，ここでは「在庫川t-- 及び販売勘定が結合したもの (ett
kombinerat lager欄ochfりrsaljningskonto)jであり，これにより「原価の
区分 (etts証rskiljandeav kostnaderna)jが可能となった。加えて「一般
的な費用 (allmannakostnader) jは，集合され，帳簿締切の場合には「い
ろいろ違った製造勘定 (deolika tillverkningskontona)jに配賦された。
しかもこうした思考に立脚して，個別的な必要性に応じて勘定体系の更な
る特殊・細分化が行われたのであった。(資料1一(6)，s. s. 67-68.) 
以上， iスウ zーデン工場簿記」の始頭について一瞥した。その委細に
ついては別稿に侠つことにして，ここではその萌芽のきざしがすでにこの
時期にみえているこ左を確認するに留めたい。
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lV 17世紀におけるスウェーデンの経済発展の一般的動向，
一ーその概観一一
これまで前号の[ l[項においては， 1スウェーデンにおける商人の会
計帳簿の一例J(Marten Wewitzer.Rosenstiernas arkiv)及び「スウェー
デンにおける最古の三冊の商業簿記教科芹J((1) Heinrich Oloffsson 
Hortulanus， Rakne.Book， 1. uppl. Nykるping，1643， 2 och 3 uppl. 
Gるteborg，1670 och 1674， (2) Cryiacus Morscheidt， Instruction uber 
dass italienische Buchhalten， Stockholm， 1669.)を，また本号のE項
では， IIT'スウェー デ γ工場簿記』への若干の展望」について言及してき
た。それよりわれわれが知りえたことは，商業簿記であれ工場簿記であれ，
ほぼ17世紀の初頭頃，スウェーデンに伝来したと推定されるいわゆる複式
簿記が，商業簿記の場合には最も直接的に，工場簿記の場合には，それを
生み出した経済的背景としてのいわゆるスウェーデンにおける「工場時
代」の到来という点で間接的にせよ，主としてドイツ及びオランダの商人
やそれらの国々の簿記技術の導入を媒介としたということであった。これ
をふまえて本項では，スウェーデンへいわゆる複式簿記が伝来した時期
の，スエーデンの経済的発肢の一般的な動向について概観しよう。そのね
らいは，スウェーデンへのいわゆる複式簿記の伝来事情を，当時のスウェ
ーデンの経済的基椴との関連で再考する手がかりとしたし、からである。
17世紀より18世紀の初頭(1600-1720年)にかけてスウ再ーデンは，政
治史的には「偉大なる帝国」の時代の開幕・展開・終鷲の時期であった。
そしてそれは，経済史的にはこの政治史的な要因を契機として，スウェー
(作〕
デン中世経済を特徴ずける基本的・一般的な枠組み一一それは， Eli F. 
Heckscherによれば， (1)村洛共同体を基本とする「開放耕地制」という農
業経営形態と四つの種類に大別される土地所有ないしは土地保有の形態の
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下で営まれる農業生震を社会的生産の基本とすること， (2)このような農業
経営形態と土地制度のもとでは財貨の供給にたし、する支払は貨幣ではなく
て現物で行われるいわゆる「自然経済」であり，消貨はすべて原則として
閉鎖的な自給自足的な家内経済によって賄われること， (3)この自給自足的
な自然経済を補完するものは，原則として第一次産業部門としての農業の
高Ij業的産物であり，国富の増大を目的とした主たる輸出産業の育成とそれ
による外国貿易とが一同全体としての経済に占める地位が相対的に低いこ
とである一ーよりようやく離脱を遂げようとする時期であった。
Cin スウェーデン中世経済を特徴ずける基本的・一般的な枠組みについてーーー
スウェーデンの著名な古典的な経済史家 EliF. Heckscherの主著の一つで
ある AnEconomic History of Sweden (Translated by Goran Ohlin， Har-
vard University Press， 1954.)によれば，スウェーデン中世経済は，期間的
にその成熟期としての16位紀とそれが漸次かげりをみせる17枇紀より 18世紀の
前半に大別される。とはいえその全期間にわたってそこにはつぎのような一般
的・基本的な特徴がみられる。すなわち(1)経済全体に占める農業生産の貫主要
性， (2)自給自足的な家内経済.(3)外国貿易の相対的な地位の低さで、ある。(資
料 1ー (9). p. p. 18-20.) 
Eli F. Hecksherがあげるスウェーデン中世経済のこのような主要な特徴に
ついて概説するに先立つて，まず念頭に入れておきたいのはスウェーデン中世
経済という時期に相応する，当時の他のヨーロッパ諸凶の経済発展の一般的な
動向である。
すでにおよそ16世紀より 17世紀にかけて西ヨーロッパの大半の諸国は，いわ
ゆる「封建的危機」の時代を迎える。それは，経済・政治・社会というような
領域の問題はもとより，人の心の問題にまで及ぶほど多面的なものであるが，
さしあたり経済的側面についてみれば，われわれはその主要な一般的な指標と
して，例えばつぎの点をあげることができる。すなわち封建的生産様式の下で
の生産力の増大を前提として， (1)封建社会の物的・社会的な生産の基盤として
の農業ー土地制度の変容.(2)16世紀初頭よりほぼ1世紀聞にわたる人口の増
大と農業，工業，商業，貿易などの拡大によるかの「価格革命」の進行.(3)中
世都市の衰退を随伴しつつ増大する工業一都市ギルドの衰退と農村における新
しい社会的分業としての幾村工業の展開， (4)イギリスも織物工業のセクタ一転
換を契機とする旧来の国際分業=ヨーロッパ貿易の基本的な枠組みの解体と重
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商主義貿易体制の展開など。(資料Eー (9)，82-96頁.)そしてこうした「封建
的危機」への権力的な政治的対応として，さしあたり一定の歴史的な機能をも
って登場してきたのは，例えばイギリスのチューダー王朝 (1485-1603年〉と
それに続くスチュアート王朝0603-1609年〉やフランスのプルポ γ主朝0589
-1792年〉に代表されるような絶対王制であった。
こうした「封建的危機」の時代における絶対王制の成立とそこで展開された
重商主義思考を基調とする一連の経済政策は，各自国はもとより他国にも相互
規定的な，世界的な規模での複合的・多面的な影響を及ぼした。それらの影響
のうちでもことでとりわけ注目したいのは，いわゆる「重商主義戦争」とよば
れる世界商業の新権をめぐる争奪戦とその結果塗り変えられた17世紀における
ヨーロッパの商業地図である。
。すでに15世紀末葉の二つの地理上の発見一一それは，営利の追求・キリスト
教の布教・植民地獲得に象徴される国家的威信の表明などを主たる動機とした
が一ーを契機として，従来地中海商業圏に局限された商業は，アメリカ・アジ
ア・アフリカ大陸をも含む世界的商業圏の形成・商業規模及び商業体制上の一
大変革すなわち商業革命を体験した。その結果は.(1)イギリスその他のヨーロ
ッパ諸国の各産物・工業製品の新大陸における一大市場・販路の鉱大と落大な
新市場の需要の充足のために生ずる中世的な農・ I・商業形態の変化〈例えば
イギリスの場合にみるように，アメリカ市場への毛織物の供給のため，囲込み
運動による原料羊毛の生産，従来の中世ギルド的な小規模の生産形態からより
大規模な生産形態としての問屋制前貸・マニュファグチュアへの移行，特産物
たる毛織物の輸出のための特権的貿易会社の設立など)， (2)新大陵の特産物の
ヨーロッパへの輸出に伴うアメリカ(とくにベルー・メキシコ〉の銀の大量な継
続的流入によるスベイン・イギリス・フランスなど各閣における「価格革命」の進
行.(3)ヨーロッパへのアメリカの特産物(例えばさしあたりは砂糖・糖密・た
ぽζ ・馬鈴薯・染色木その他の熱帯特産物.19世紀には綿花〕及びアジアの特
産物(例えばさしあたりは胡叡・香料，後にはキャラコ・綿織物・絹織物・染
料など〉の輸入とその再輸出など.(4)当初はスベイシ・ボルトカVレ，ついでオ
ランダ・イギリス・フランスなどヨーロッパ諸国にみるように，国民的な国家
左近代的な常備軍を支柱に，反覆的な植民地の征服・支配を媒介とする本源的
蓄積の推進など，きわめて多面的であった。もとよりヨーロッパ先進資本主義
諸国の歴史的発展の過程が示すように，資本主義的発展の基本的要因は，社会
的な生産力の発展という内的要閃であるが，商業革命は，その外的要閃として
近代資本主義の発展の媒介的契機をなし産業革命の先行条件であった。(経済
学辞典，岩波書庖.1972年.595-596頁.) 
こうした15世紀末棄の二つの地理上の発見を契機とする16世紀以来の商業革
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命の進行の過程で，オランダ独立戦争(1568-1648年〉と30年戦争 (1618-
1648年〉の動乱をつうじて，かつて16世紀のヨ}ロッバ商業においてブルージ
ュに代る新興のメトロポリスとして機能してきたネーデルランドのアントウェ
ルベンは没落した。そしてこれに代って登場してきたのは，オランダのアムス
テルダムであった。(なお商業革命の進行・「重商主義戦争」の展開については，
資料E一(2).第I編第1章及び第2章，資料E (ー3)，1.国際政治の展開及び
2.ヨーロッパ経済の変動，資料il-一(7礼
ヨ一ロヅバ商業，資料Eー(1)，地理上の発見及び絶対主義，などを使用。〉
16世紀より17世紀にかけてのヨーロッパの大半の諸国にみられる経済のこう
した一般的な動向にたいして，スウェーデンは未だ基本的には封建的な社会で、
あった。しばしばスウ sーデγには封建制がなかったといわれるが，このこと
は必ずしも当たらない。…般に封建制は，法制的には封主対封臣の身分関係と
しての主従制と物権関係としての封の授受を媒介とする恩貸制との結合の上に
成立する統一的制度である。経済史的にはそれは，生産様式の点では奴隷社会
の崩壊の後，近代資本主義社会の成立以前に存在し，この時期の代表的な寓と
しての土地の封建的な所有形態=荘園(わけでも古典荘園制)の下で展開する
領主対農民の聞にみられる支配隷属関係である。(資料ill-(1)， 81ー 111頁，
資料Eー(3)， 336-349.頁.)国王を封構造の頂点とするこの経済的な支配関
係を軸に，その社会の全階層の身分的・物権的・政治的・法制的な秩序が形成
される。こうした秩序の形成は，基本的には封構造の頂点に立つ王権の強化
(=絶対化〉を前提に，原則として所領の分散化とL、う形をとり，その結果封
建領主の割拠や農民の全農奴化を基本とする過程が進行するのが普通である。
もとよりこの場合同王と封建領主との間に成立する実際の具体的な関係は，相
互の力関係によって集権的にあるいは分権的に現われる。スウ£ーデンをはじ
めスカンジナヴィア諸国において典型的な形態で封建制が存在したとは確かに
断言できないとしても，そのことはこの地域に封建制が全く欠如していたとい
うことにはならない。スウェーデンをはじめスカンジナヴィア諸国の封建制の
主要な特徴は，ヨーロッパ諸国の封建領主に相当する貴族〈領主的貴族〉の主
権にたいするカが，きわめて弱かったことであった。もとよりここでも国王に
よる貴族にたいする封の授与・貴族による受封地域における租税の取立と秩序
の維持など，封構造が存在したとはいえ，ここでは封は一時的ないしは終身的
であり，他のヨーロッパ諸国にみるような世襲1tIJでもなく，また受封者たる貴
族が領主裁判権合もっとともなかった。総じてヴァイキ γグの時代以後貴族の
勢力は拡大するが，それは主権の衰退を伴うことはなかった。そしてその主た
る理由は，北欧の国家形成の後進性によるものであった。(例えばヴァイキン
グ時代より拾頭してきた国家は部族国家にすぎず，統一国家ではなかった。〉
34 
上述のように，一般に封建領主による権力の分散化は，国主による全領土の統
一的な支配の確立を前提とし，そこより領土を封匡に分与する形をとる。こう
した形での国家的統一がこの地方ではさまざまの理由で著しく遅れていたのみ
ならず，北欧のキリスト教化の開始と共に国王はその権力をローマ教会の力を
借りて誇示したが，現実には各地方にはすでに部族国家の時代から伝統的に定
着していたティングという自治組織が存在し，国王の領土・権力それ自体も当
初より小さかった。そのたの国王より受封する貴族が，自己の権力の鉱大を図
るには，何よりもまず周烹の国家統一安支援することがその大前提であった。
しかもヨーロッパ諸国の封建制を支えたイデオロギーとしてのローマ法の理念
が，ょうやく北欧の社会生活に入ってきたのは17世紀であった。そしてこの時
期にはすでにふれたようにヨーロッパ諸国では，新しい中央集権化が開幕する
時期であり，北欧でこの時期に地方分権的に独立した領主の育成をはかる余地
はきわめて限定的であった。なおちなみにいえばこのような北欧封建制の下で
の農民は，自作農民と隷属農民(=自作農からの脱落者及び解放奴隷〕より構
成された。そして後者は，他の胃ーロッパ諮問の農奴より比較的自由であっ
た。(例えばかれらは，領主には人格的に独立し，移動の自由，ある程度の法
的権利の所有，国王の軍隊の一員として武器携行の肉由などを認められてい
た0)(資料m-(8)， 35-36頁.) 
スウ:r.-デン中世経済におけるこのような封建制の特殊性をふまえて，さき
に EliF. Heckscherがあげたスエーデン中世経済の三つの一般的な特徴につ
いて，つぎに一瞥しよう。
スウ且ーデγ中世経済においても農業生産は，制度としての封建制を支える
物的基盤であった。とはいえスウェーデンの場合，何よりもまず寒冷な気候と
いう自然的な条件によって，不断に穀物と家畜の飼料の払底という危倶にみま
われた。そのため消費は保存可能な加工品の極度な節約=貯蔵によって賄われ
なければならず，農・斎産物の乾燥・滋ずけ・ピールによる洗浄などを手段と
する，いわゆる「貯蔵経済(storageeconomy) Jを不可避とした。そこでの農
業生産の仕組みは，村落共同体を社会的・経済的な基本単位として，解放耕地
と共有地における共同労働・耕地強制lを支柱とする「開放耕作命jJ(open-field 
system=tegskifte)Jという農業経営形態を基軸とした。この形態は，大半の
ヨーロッパ諸国の場合すでに8世紀より14世紀にかけて経済的・法制的・社会
的な制度としての封建制と結合して，広く普及していたが，スウェーデγの場
合特徴的なことは，解放耕地については 2圃制ないしは3間制は採用されず，
土壊の更新は主要農産物である穀物(=主として食用・飼料としての大変，ラ
イ麦，烏麦，小麦など〉の種類を変えることによって対応するー圃制が採用さ
れていたこと，だがまた不断の肥料不足は，土地の保有をめぐって細分され相
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互に入り組む条地より成る開放耕地については同一耕地での共同的な耕作の継
続を困難にし，その克服は，耕地の不規則的な牧草地への転換によることであ
った。なおちなみにいえばこれにたいして共有地ないしは未開墾の土地のうち
でも牧草地は，ー般に私的権利に服したが，森林は共有された。〈資料 1ー (9)，
p. p. 25-29.)そしてこのようなスウェーデン農業の耕作法と農業経営形態は，
総じて18世紀のみならず19世紀に入っても依然として存続した。
とはいえこの耕作法と農業経営形態の基礎にある土地所有の問題は，別であ
る。スウェーデン中世経済の初期における最大の土地所有者は国王であった。
後述のようにスウェーデンが未熟ながら統一・主権国家としての地位を確立し
たのは.1523年のかの「カルマル連合」の解体によって同年 Gustav1 Vasa 
が王位につき，ヴァーサー主朝を聞いてからである。(資料厩ー(6)，71ー 73頁，
資料Eー(8)，38頁以下，資料 1ー (10)，p. p. 34-37.) Gustav 1 Vasa は，その
即位以来上からの宗教改革によって旧教より新教への転換を図りつつ教会の財
産・土地を没収してその主権を拡大した。その結巣かれ及びその王室の王領
は，この国で最大規模となった。スウェーデンでこの王領のほかに荘周所有者
(貴肢的領主や地芋守層〕の所領が存在したとしても，それがスウヱーデンの土
地全体に占める比率はきわめて低かった。しかもすでに中断以前よりスウェー
デンでは土着の農民が土地の圧倒的な部分を耕作し，貴族的領主及び地主層は
その所有権を強調することによってもこうした状況の変革を実現することはで
きず，かれらは領民としての農民一ーその性格は当初より借地人ないしは小作
人であったーーから公程公課を徴集したにすぎなし、。かれらは当初より不在地
主または地代生活者であり，強力な士地所有権を支柱として耕作技術の改善に
努める農業経営者ではなかった。こうした状況の下でスウェーデンでは，土地
は王国の財政的・行政的な観点よりつぎの四種類に大別され，この土地区分は
後に州法ではなくて統一国家法としてのスウェーデンの法典の成立に寄与する
ことになる。すなわち(1)王室所有の土地 (kronojord)，(2)免税の教会及び聖職
者の土地 (kyrkojord)，(3)貴族的領主または地主聞の，軍事用役などの提供を
代償とする非宗教的な免税地 (fralsejord)，(4)小土地所有者または自由土地保
有者の課税負担を負う土地 Cskattejord)であった。このうち完全な土地所有
権を保持したのは， (1)-(3)であった。また(2)及び(3)は，当初は主領に所属して
いたが，減少傾向を辿り，この傾向は結果として主として(1)及び(4)からの収入
によって漸次王家財政を賄うことになり，その緊迫を招いた。加えて免税の代
償が軍事用役の提供であるこ左は，当時のスウェーデγの国際的な政治的・経
済的な状況一一それは，前述のように16世紀の近代盟ーロッパの成立とその膨
張による新しい世界史の開幕の時代に，北海・パノレト海沿岸をめぐるイタリー
及びドイツーハンザの後退とオランダ及びイギリスの胎頭・進出という国際的
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な抗争=いわゆる「重商主義戦争」の開始という状況の下で中央集権化の道を
歩み始めるスウェーデンーーの下で軍需用役の増大を不断に必要とするかぎ
り，農民がその保有地の規模に応じて騎兵を提供し免税の特権を入手すること
を容易にした。そしてこのことは，閉鎖的な領主的貴族や地主層というような
特権階級の更なる発展を阻むことになった。(資料 1ー (9)，p. p. 30-31.) 
Eli， F. Heckscherによれば，このような農業経常形態と土地制度の下で
は，財貨の供給にたいする支払が貨幣ではなくて現物で行われるいわゆる「自
然経済」が基本となる。これにはさまざまな形態があるが， Gustav 1 Vasa 
の治世下におけるスウ zーデン中世経済では，消費者の選択がきわめて狭陸な
範間に限定されるような自給自足的な家内経済の形態をとった。一般にこうし
た自然経済は，総じて中世ヨーロッパ諸国の初期の古典荘園制の場合にせよ，
もっと後の時代の純粋荘園制の場合にせよ，そこでみるような地方分権化を支
柱とする政治的・社会的制度としての封建制と結合している。だがスウ z デー
ンではこうした地方分権化を特徴とする典型的な封建制は，すでにふれたよう
に開花しなかった。その理由は，上述のように基本的には統一的な国家形成の
後進性にあるが，それに加えて(1)貴族的領主の私的所領及び賦役の代償として
与えられる封土一ーその大半は荒地であったがーーが各州に散在し，そのため
貴族的領主は，各州聞の交流の促進・全国民的な統一化を指向しそのための国
家的な政策の策定を求めたこと， (2)こうした統一化への政治的要求を実現する
地理的条件が存在したこと(中・西部ヨーロッパで発達した通商用のM川では
関税所の設立やその閉鎖が容易であったが，スウ且ーデンの長い海岸線と船に
よる通商路は，取引中心地の封鎖を困難にしたこと，しかも冬期の道路として
雪と氷，そしてまたその唯一の交通機関としての燥が当時の小規模商業の小量
な荷物の運搬に特別な通商手段として機能したことなど)であった。(資料1
← (9)， p. p. 32-38.) 
E1i F. Heckscherによれば，このような自給自足的な自然経済を補充する
ものはさしあたり園内商業であった。この社会の基本的な階層である農民によ
る農業生産力の増大に伴う剰余生産物(主として穀物)は，この社会の上流階
級(主室とその従者・その土地管理人，王の軍隊，司祭・教会など〉の生活を
支えたばかりでなく，農民が副業的に営む農村手工業品(例えば鉄製品・木製
品〉や森林畜産物〈例えば肉とパター，毛皮など〉と交換された。こうした園
内商業の各種の主要商品のうちでも，後のスウ sーデン経済の発展にとって注
目すべきものは今日でいう金属産業の産物としての鉄，銀，銅と手工業製品で
あった。わけてもこうした金属製品が村落共同体の農民の副業的性格より脱し
て，その経営主体が誰であれ，独立した専門的な各産業部門として形成され，
その産物が重要な輸出品として機飽し始めるようになるのは，スウ黒ーデン史
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上比較的早い時期(12-14世紀頃〉と推定される。〈資料一1-(9)， p. p. 38-41.) 
とはいえそれが輸出産業として他の産業と並んで積極的な役割を果すようにな
ったのは.Gustav 1 Vasaの治世下での「偉大なる帝国」の時代が開始し
スウェーデン中世経済がその成熟期より変革期に移行する頃からであった。し
たがってまた金属疲業を慕軸とする輸出=外国貿易がスウェーデン中世経済の
基本的な枠組みを構成する一要素として占める地位は，当時は相対的に低かっ
たのである。「偉大なる帝国」の時代の到来に先立つて副業的に行われた金属
産業の諸産物(とりわけ鉄と銅〉の輸出の担当者は，当時パノレト海より北海に
及ぶ北欧商業閤においてなお依然として支配力をもっていたドイツーハンザで
あった。わけでも14世紀初頭にはハンザの盟主であるリューベックの商人達
は，かの「大銅山 (storaKopparberg) Jの共同所有者となり，これを契機に
ドイツーハンザの影響は鉱山・金属産業にかぎらず，広く他の分野にも波及し
ていったのである。そしてドイツーハンザは「スウェーデンの経済発展にたい
する外国の最初jの影響を示す」ものであった。(資料1-(9)， p. p. 44-48.) 
スウェーデンに，その1'世経済の基本的な枠組みからの離脱を迫まった
主要なー契機としての政治史的要因，いいかえれば「偉大なる帝国」の時
代開幕・展開・終鷲の過程はどのような過程であったか，さしあたり概観
しよう。
周知のようにスカンジナヴィア半島の一国であるスウェーデンが，その
史上完全な独立した主権国家として始めてヨーロッパ史の舞台に登場する
のは， 1523年 Gustav1 Vasaが，対デンマーク戦争を媒介としてかの
「カルマル連合」を解体し，スウェーデンの王位につき，ヴァーサー王朝を
開幕してからである。
ヴァーサー王朝の開幕は，統一国家としてのスウェーデンの近代国家の
形成の出発点であるが，かれが即位後直ちに着手したのは，一方ではカト
リック教会の蓮大な領地・財産を没収し，ルーテル派新教を受け入れ，
1527年には自らスウ zーデン教会の長として君臨することによって，ロー
マの支配からの脱出ξ主領と主室領の拡大を図ったことであった。加えて
かれは，同時に摂政ステン・スチューレの遺領をも継承しそうした条件
の下で国家の財政的基盤の確立・中央集権力の強化(例えばスウェーデン
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が部族国家であった頃からの伝統である国王の愚挙制という制度の廃止と
それにともなう世襲的な王位継承法の制定など〉をねらった。他方ではか
れは，国内的には自然的資源に基礎をおく諸産業(とくに農業・鉱業・製
鉄業など〉の開発・育成・保護のために一連の経済政策の策定と実施(例
えば海外の農法を学びこれを王領及び王室領で実験し向ら内作農の範とな
ること， ドイツの鉱山技術者を招鴨し鉱山の開発に努めたこと，それに呼
応して動力源を水力利用に依存する精錬所を設立したことなど〉によって
王権の伸長を図った。そしてかれは，対外的には海外進出の増強とこれに
よる貿易の発展のために，さしあたりリューベックを盟主とするドイツー
ハンザの勢力を抑制するべく，すでにふれた地理上の発見を契機とするい
わゆる商業革命の進行にともない，ヨーロッパ世界の新しい時代の幕開け
の担い手として登場してきたオランダ商人を招聴し，かれらにたし、して通
商上の特権の賦与しt:.o 加えて新教国としてのスウェーアンを樹立したか
れは，一種の宗教戦争である伯爵戦争 (1534-1536年)を契機に，これを巧
みに利用してリューベックにたいする負債の帳消を図り，同時にスウェー
デンの商人がパルト海をこえて貿易をする権利をえ，ここにリューベッグ
を盟主とするドイツーハンザの凋落が始まった。(資料m-(6)，71-73頁.) 
Gustavus 1 Vasaの後継者達はいずれも，スウェーデンの梅外進出(とく
に東方進出〉の促進をめざし， 1561年にはエストニヤを征服した。その後ス
ウェーデンは， 17世紀の初頭に即位した， Gustavu 1 Vasaの孫， Gustavu 
I Adolphusの治世の下でその隆盛期すなわち「偉大なる帝国」としての
バトル帝国の確立期を迎えた。かれは，国内的には商・中部ヨーロッパ
の先進諸国にみならい，一連の国政改革(例えば内閣制度の確立，大学そ
の他の教育制度の刷新など〉やすでに先進ヨーロッパ諸国で展開されてい
た重商主義的な殖産興業政策を推進した。(例えばわれわれはその左証と
して，対内的には商業の種類の分化と各種の商工業者及び職人によるギル
ドの結成の一層の展開，国策としての鉱山の開発とベルギー人でスウェー
デンに定住した Louisde Geer (1587-1652)とその一族の援助による製
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練所の設備の改良など，対外的には北欧商業闘を中心とする貿易の娠輿の
目的でオランダ・イギリスを範とする特許会社の設立， 1638年に着手した
が，後にオランダ人が支配した北米植民地=新スウ zーデンの開拓などを
あげることができる。〉とはいえこうした重商主義的政策は，スウェーデ
ンも含めて北欧三カ国の一般的な後進性のために，市民勢力を結集した強
大な王権を支える基盤とは未だなりえなかったのである。(資料I一(10)，
p. p. 41-42， p.p. 51-52，資料Eー(6)，80-81貰.)他方かれは対外的には
パルト海の覇権の掌握につとめリボニアを征服，第3期30年戦争(スウェ
ーデン戦争〉の勃発に伴ない， ドイツ新教徒の要請で軍隊と共に自らドイ
ツに入り， ドイツの新教徒を旧教徒(カトリックハプスフソレグ王朝〉から
守り， 1632年のリュツェンの闘いを勝利に導いた。 Gustavu1 Adolphus 
自身は戦死したが，スウ zーデンは，かれの死後長期にわたる戦争を経て
締結されたウエストフアリア条約(1648年〉によってプレーメンなど北ド
イツの一部を併合した。ついでかれは，例えば現在の南スウェーデン(スコ
ーネ〕をデンマークより獲得するなど，パルト海沿岸の各地を含む広大な領
土を支配下におさめ，バルト海を完全に掌援することによってバルト帝国
としての地依を確立した。その後ヴァーサー王朝は Gustavu1 Adolphus 
の子 Kristina女王をもって終え，その後1654年には KarlXがファルツ・
ツパイププリュケン王朝を開いた。 KarlX世の政策の基軸は，何よりも
まず， 1655-1660年の対ポーランド・デンマーグ戦に象徴されるように，
パルト海の覇権を維持することであった。そのためかれは，相次ぐ戦争を
有利に運ひeパルト海東岸のスウェーデン領を再確認する一方，スウェーデ
γ ・ポーランドの半世紀以上にわたる戦争に終止符を打った。ニれにより
スウェーデンの王権は強化されたが，それと引きかえに財政は逼迫を招き，
そのーため玉領及び王室領を貴族的領主に売却した。(これによって貴族的
領主の所有地は72%，王領・王室領・自営農民のそれは28%となった。〉
その後 KarlX世は，かつての摂政者達の失策(とりわけデンマークによ
るスコーネの占領)の責任を追求し，これを契機に貴族的領主の勢力を抑
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制し， 17世紀の沼ーロッパ諸国における封建制の解体より近代市民社会の
移行期にみられたような，絶対王政の確立をめざした。かれは， 1679年，
ルンドその他の地域でデンマークを破りスコーネを凶復，そして一方では
武威を誇示しつつ，他方では官僚(貴族〉・商工業者と結託して土地改革
に着手した。かれは，幾度か土地改革法を承認させ，貴族的領主よりえき大
な土地を奪った。これは，王領と自営農民の保有地を増大させ，大土地所
有に立脚する帯爵貴族の勢力の衰退・元老院の権力の失墜・王権の拡大を
もたらした。(資料m-(6)， 83-86頁.)そしてこのような政策は， Karl刃
世によって継承され，フランスとの同盟の下でプランデンブ事ルグとの対立
を深化させた。
とはいえ17世紀末葉より18世紀初頭にかけて Karl盟世の治世の下で，
スウェーデンは再び国際戦争としての「北方大戦争J(1700-1721年，デ
ンマーク，ロシア，ポーランドの連合軍との戦争)を閥始し，最終的には
ポルタヴァの戦いでロシアに敗北して，かれはトルコに逃がれた。その後
もスウェーデンは，デンマーグ・プロイセンとの敵対関係の下で国際的に
孤立化し， 1720年にはデンマークと講和，翌21年にはニスタド条約によっ
てロシアと和解した。その結果スウェーデンは，ロシア， リヴォニア，エ
ストニア，イングリア，ヴィープリ要塞を含む西カレリアを割譲し，フィ
ンランドを除くバルト海域及びドイツに所有する領土の大半を失ったo
KarlXII世のこの軍事的失敗は，一方ではスウェーデンの「偉大なる帝国」
の時代の終駕を告けfこ。(資料E一(8)，51-54貞.)だがそれは，他方では
スウェーデンの文学・芸術などの文化的発展・国民の王権にたいする不信
とそれに呼応する国政〈議会〉への発言権の増大を助長しつつ，つぎの
「自由な時代」への幕開けを告げることになった。
(注) 統一国家としてのスウェーデンの形成について一一
およそ9世紀よりllt世紀におけるいわゆるヴァイキングの海外進出・植民活
動一一それは，本質的には4世紀以後長期にわたって展開された，より広い意
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味でのかのゲノレマン民族の大移動の一環であり，その最後をかさ.った，本来農
耕・牧畜を生業とする北方ゲノレマソ人(ノノレマン人=ヴァイキング)の移動で
あった。(資料Eー (1日， 3-12頁，資料直一U2l， 129-131頁及び151頁，資料国一
間， 134-135頁，資料皿-U3)，14-35頁.)このヴァイキングの海外進出・植
民活動の理由は複合的であった。(例えばノルマン人の過剰人口，かれらの冒
険心，尚武の気質，南への憧僚，文明世界との交流など。)(資料III-(8)，17 
頁.)そしてその海外進出・植民活動の地理的範囲も多様であった。例えばノ
ルマ γ人のうちノルウェ一人は，北海地域，イングランドを除くプリテン諸
島，北大西洋のフエロー諸島，アイスランド，グリーンランド，アメリカ大陸
へ，ディーン人は，ブリースランド，イングランド，北フランスなど西日一世ツ
パの各地にそれぞれ進出した。これにたいしてスウェーデン人は，バルト海東
部沿岸地方を起点に東方進出を開始し 9世紀後半には北ロシアからドニzプ
ル・ヴォルがの両水路によって黒海をこえ，ビザンチン帝国やカスピ海方面に
向かった。(資料III-U4l， 15頁.)そしてかれらはその途上で河川流域を中心に
大規模な植民地を建設したが，わけてもノヴゴロドやキエフは著名であった。
だが11世紀初頭にはこのヴァイキングの海外進出・植民活動もさまざまの理由
(例えば，古代より中世への移行期におけるヨーロッパ世界の形成期に，かれ
らがその活動の主要な拠点としたパノレト海が，ヨーロッパの主要な通商経路よ
りはずれたこと，神聖ローマ帝国という強大な政治プロックがヨーロッパ大陸
に出現したこと，ノルマン人の人口増にも拘らず海外進出・植民活動によって
土地の余裕が発生したこと，従来部族国家を形成してきたノルマン人諸族がそ
れぞれ部族の統一と烹国の形成とくに三王国の形成に着手し，ヴァイキングの
自由な活動が阻まれたことなど〉によって.11世紀の初頭より中葉には急速に
終王号していった。(資料田一(8)，18-21J'{.)ヴァイキングの海外進出・植民活
動が終駕を告げる頃，ヴァイキング時代のノルマン人の外部勢力との抗争，ノ
ルマン人相互の内部的な抗争，ヴァイキングの海外進出・槌民活動に伴うキリ
スト教との接触や教会制度の導入などを契機として，スカンジナヴィア半島を
故地とする三大ノルマン人は，北欧三i舗の形成に向った。(資料直一(8)，22-
28頁.)スウェーデンについていえば，すでに7世紀初頭にスウェーデンに在
住するノルマン人のうちでも最大の種伎であるスヴァ肢とヨータ族は抗争を反
覆し，やがてスヴァ族はヨータ族を征服し部族国家を形成した。そしてヴァイ
キングの終鳶期には，スヴエア人の OlfSkotkonung (994-1022年〉は，南
部スウェーデンを除く全スウェーデンの支配者となり.スヴェア人の最初の国
王として君臨することを宣言し，かつまたスウェーデンの独立を表明した。(資
料 Iー (10)，p.18.) 
その後11世紀前半より 14世紀初頭にかけてスウ思ーデンは，政治史的には
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「内乱と動矯の時代J合迎える。(資料班ー(6)，52頁.)そのうちとりわけ注目
すべき点をあげれば，対外的には，すでに9世紀初頭 (829年〉のスウェーデン
へのキリスト教の伝来一一ーそれは，当時の東ゲルマンであるフランク族の国王
Lous 1 the Piousが，攻撃的なノルマンのキリスト教化をめざしてスウ z デー
ンに修道土Ansgarを派遣したことに始まるが(資料1-(10)， p.p. 22-23. )一ー
を契機に，キリスト教が普及するにつれて，スウェーデンは. 1155年以来幾
度か布教の名目で一連の十字軍遠征の一環としてフィンランド制覇を試みた。
そしてスウ再ーデンは，海岸地帯電ど中心にフィンランドをその支配下におさめ
つつ，東方への領土的延長を図った。それが完了した13世紀には，スウ z デー
ンは王位をめぐる王族の権力斗争を中心とする王族・貴族・僧侶の対立の激化
と内乱の反覆という閣内的抗争に，デンマークが介入するなど，依然としてノ
ルマン諸民族との抗争・対決を回避できず，政治的・国家的に極めて不安定
な状態が続いた。そしてその過程で国王を補佐する上級貴族集団が形成され，
スウェーデンはその下で次第に従来独立した各州法に服する各州の統合化=統
一的な主権国家の形成の途会推進していった。そして対内的には，かのヴァイ
キングの海外進出・植民活動の終震を契機に，何よりもまず12世紀より13世紀
にかけてスウ孟}デンにおける交易の主導権は， ドイツーハンザの手中に移っ
た。(ドイツーハンザがスウ広一デンの経済に及ぼした誇影響については後述
する。〉これによりドイツーハンザは，スウ zーデンの各地にその根拠地(例え
ばゴットランド島のヴィスピィ〉を定め，それを拠点に北海・パルト海貿易の
支配権を獲得し，スウェーデンの経済にたいして多大な影響を与えた。そして
かれらは，この経済的な支配カを背景に政治的な発言力の強化をも図った。(例
えばわれわれはその左証として，当時のストックホルムの「ロード (rad)J=現
在の市会に相当〉の半数をスウ=ーデン人が占めるべきことをスウ且ーデン人
自身が要求しなければならなかったことを，あげることができる。)(資料 Iー
(9)， p.53.)加えてこうした状況に迫幕をかけたのは，ヴァイキング時代の終駕
のー要因となった神聖ローマ帝国・諸候などの外部的勢力のーそうの鉱大であ
った。
こうした状況の下ですでに14世紀初頭のスカンジナヴィア諸国は，ゆるやか
な統合(例えば1319年にはスウ=ーデンとノルウェーの統合〉に向かった。そ
の主要な背景は，同時代のヨーロッパー帯に展開したより大きな統一的な政治
上の領域閣の形成を求める諸動向(例えば1385年のリトニア大公園とポーラン
ドの連合，プルゴーニュの領土的鉱大，モスクワ公園の勢力の増大など)と，
北海・バルト海貿易にたいするドイツーハンザの影響力の拡大・深化へのスカ
ンジナヴィア諸国の土着的な利益の擁護であった。〈資料Eー (8)，29-35頁.) 
当時のデγマー ク女::EMargarettaは，このような状況を巧みに利用してスウ
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ェーデン及びノルウェーの王権を奪い，北欧三国の連合統一国家としてのかの
「カルマル連合J(1397-1523年〕を樹立し，ここにスエーデンはデンマーグの
支配に服することになった。だが当時のスウェーデンは，村落共同体における
開放耕地制とL、う農業経営形態と一定の土地制度を支柱とする自然経済的な農
業を某本としながらも，後述のように当時すでに天然資源としての銅・鉄・銀
などの採鉱・加工を主たる業務とする鉱山業及ひ関連の金凶産業の発展とその
産物の輸出の増大によって急速に経済発展を遂げつつあった。そして15世紀よ
り16iJ世紀一一ーそれは，世界史的には近代ヨーロッパの成立とその拡大を中心と
する|什界史の新しい閉幕の時期であり，北欧型商業の中心地である北海・パル
ト海をめぐる状況も，一般にはドイツーハンザの後退とさしあたりはポルトガ
ル・スベインの，ついでオランダ・イギリスの進出など，すでにみたような，
かの地理上の発見を契機左する商業革命の進行を契機に「封建的危機」の時代
におけるいわゆる「重商主義戦争」に象徴される新しい状況が展開一ーにかけ
て，デンマークの支配にたいして相つぐ反抗運動を燥開した。わけても「カル
マル連合」とその外交政策にたいする1434年の鉱夫エンゲノレブノレクト・エンゲル
プレクトソン CEngelbrektEngelbrektson)の反乱は，そのー左証であった。
この反乱はそれ肉体としては必ずしも成功しなかったが，それを契機にスウェ
ーデンは，デンマークからの完全な分離・独立を前提とする中央集権的な国家
体制jの樹立と北欧諸国相互の，あるいは北欧諸国以外の諸外国との抗争による
バルト海の支配を求めて，貴族はもとより僧侶，市民，農民をも含む，より広
い意味での国民運動を展開した。その過程で従来の貴族中心の評議会に代って
貴族，僧m，市民，農民より成る議会が形成され，それは近代スウエ}デンの
議会の礎石となった。それにも拘らずデンマークの国王， Christian nは，
1471年より1520年の長期にわたってスウ 1 ーデンを支配したのである。そして
折しも1520年デンマーク王によるストッタホルム域内で、のスウェーデン人の惨
殺を契機に， スウェーデンは， 貴族の一人 Gustavu1 Vasaを主導として，
中部スウェーデン(ダーラナ)地方で，トイツ ハンザ諸都市の援助によって，
デンマーク王様に独立のための戦宜を布告した。さらに1523年には長きにわた
った「カルマル連合」の解体・ Gustavu1 Vasaの即位・ヴァーサー王朝の開
幕という一連の過程をつうじてここに主権国家止してのスウェーデンの本礎が
成立したのであった。
このような「偉大なる帝国|の閉幕・発展・終Eというこの期間におい
てさえ，スウェーデン中世経済は，基本的には依然として農業生産を基礎
とした。とはいえその経済変動の趨勢は， i偉大なる帝国」の構築と発展の
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ための，すでにみたような相次ぐ戦争と平和の反覆と，その他の諸要因
(例えば疫病コレラの発生や穀物の不作など〉が重さなって，総体的には
通常の景気循環が描く一定の恒常的な軌道からひどく逸脱せざるをえなか
った。(資料I一(9)，p. p. 80-84.)そしてこのような状況の下でスウェー
デン中世経済がさしあたり 1(面した諸問題のうもでもとりわけ注目すべき
問題は， (1)外地を戦地とする長期的な戦争に必要とする人的・自然的な諸
資源の開発と利用及び戦費支払のために外貨調達に伴って発生する財政 t
の債務の増大， (2)軍事的・政治的拡張に伴う軍事需要を賄うための輸出の
橋大とそれによる不断の外聞からの経済的・社会的な影響〈とりわけ当時
の後進国スウェーデンではそれは加速度的であり，外国貿易の不断の拡張
は，旧来のスウェーデン経済の孤立化に終止符を打ち，スウェーデン経済
を当時の先進ヨーロッパ諸国の一般的な経済的・社会的な発展の中に組込
むことになったこと〉であった。
戦費の調達を中心とする財政負担の増大を賄い海外市場への進出の武器
として機能し，併せてスウ zーデン中世経済の発展に寄与したのは，かつ
て農民の副業的生産の所産という性格より脱皮し，独立した諸産業の産物
(注〉
として産出された銅，鉄，タールなどであった。これらの産業部門の成
立・育成はいずれも潤沢な自然的資源の埋蔵とその開発を前提とするが，
「偉大なる帝国」の時代には，これらの産業部門は，すでにみたような当
時の先進ヨーロッパ諸国からの労働手段・技術体系の導入を含む，一連の
重商主義的な殖産興業政策とつぎにみるような当時のヨーロッパ貿易構造
の基本的な枠組に規定されつつ，北欧商業をになう輸出産業としてめざま
しい発展を透けeたのであった。
(注) 北欧商業をになう輸出度業としてのスウェーデンの銅農業，製鉄産業，ター
ノレ産業の形成の歴史的な沿革について一一
(1) 銅産業一一
銅産業は，スウェーデンの戦争による政治的拡張と経済的発展が最も強力に
結合することによって成長した産業部門であった。スウェーデンにおける銅産
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業の康史は，かなり古い。一般にその指標として印刷年代の Falumの「大銅
山(StoraKopparberg) Jがあげられるが，実際の生産活動は，もっと早期であっ
たと推定される。何故なら銅山の開発は，すでにこの時期に "going.concern"
の形態をとっており，その輸出最は鉄のそれを上まわっていたからである。
(資料1-(9)， p.53.)だが銅産業が本格的に成立するのは16t投紀の末葉であ
る。この時期に銅産業の発展を促進した契機は，スペインの銅本位制lの採用を
背景とする銅の急速な需要増と戦時目的であった。(例えばスウ且ーデンが
abusborgの奏家地をデンマークより買取りするに必要な資金の調達のために，
あるいは一種の宗教戦争としての30年戦争(1618-1648年〉を続行するために
必要な資金の調達のために，さしあたりはアムステルダムとリューベックの商
人に，そして後には北・中部のヨーロッパ市場に販売することなど。〉そのため
当時の銅産業の完全な支配者は政府であった。政府が銅産業に財務的に依存す
ることによって，銅産出高は，上記の「大銅山」の拡張をつうじてウエストフ
アリアの和平(1648年〉以来の極く短期の平和の時期に著しく増大し， 1650年
にはその頂点に逮した。 1650年以後も銅の生産水準は高かった。とはいえ健全
な採鉱原則を無視した結果， 1687年にはその生産高は急速に下落し， Karl溜
|佐の治世の末期におけるその政治力の衰退は，これに迫率をかけ，外国市場で
のスウェーデン産の銅の事越性は失われていった。この時期に鉄よりも銅が
戦時財政を支えた主たる理由は， (1)王室が「大銅山」の実質的な共同所有者で
あったこと，(2)銅の単位当りの価格は鉄よりも高いが，輸出市場では低価格によ
って市場支配を行ったこと， (3)銅の需要条件が鉄のそれよりも卓越していたこ
と， (4)さらに17t俊紀には銅康業1'1，前世紀より着手し輸出産業となった鋳真産
業の急速な発展によって強化されたこと，などである。そして GustavuI 
Adolphusの治世とその死後の撰政時代には， I大銅山」のように王室が支援
した鋼会社よりももっと高い効率をねらった「特殊な鋼会社 (specialcopper 
company)Jも設立されたが，これは失敗に帰した。いずれにせよスウ z デー
γ産の銅は， 17世紀をつうじて国家の支援の下に，一方では技術的研究による
品質の改良，他方ではスウ=ーデンに定住した外国商人 Louisde Geerを
主導とする銅にたいする生産と価格の背酪な独占政策によって，ヨーロッパ市
場で独占的地位を確立した。例えば1690年代の初頭にはスウェーデン産の銅は
ヨーロッパの銅の供給高のすに遣した。(資料 Iー (9)，p. p. 85-88.) 
(2) 製鉄及び鉄鋼産業一一
製鉄産業はスウェーデγの金属生産の最古の部門である。製鉄の索材である
鉱石は，スウェーデシではすでに有史以前より湖水・湿原より採掘された。中
世初期の農民にもこうした採掘方法は，単純で大規模組織を必要としないこと
から緩めて容易であり，それは農民の副業として行われた.そして岩石に埋蔵
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する鉱石の採掘は，湖水・湿原からの鉱石の採掘を補完するにすぎなかった。
こうした副業的な採鉱より独立したー産業部門左して製鉄産業の成立を促進し
た契機は，素材としての鉱石の採鋼方法として大規模組織・設備・資本を必要
とする，岩石に埋蔵する鋪石の採鋼法がその主軸となることであった。スウェ
ーデンにおけるこうした製鉄産業は，すでに12世紀頃よりt台頭していた。(例
えばわれわれは，その左証として北ヴ zストマンランド，ヴィスヴィ，イエ
タ諸島の鉱山の稼動をあげることができる。〉鉱石の採掘のみならずその加工
も一般には採鉱地帯に限定され，そのため鉱山・製鉄業に従事する人々は，法
的・社会的に従来村落共同体を基本とする農業社会とは異なる諸規制~ (例えば
免税〉に服してきた。素鉄はすでに副業的な採掘の時代より輸出に向けられた
が， 131止紀の中葉には osmundとよばれるスウェーデンの鉄は，オランダに輸
出され，14世紀の70年代には，それはスウェーデンの中継都市ストックホルムよ
りハンザ都市のリューベックへ輸出され， 15世紀末棄にはその輸出高は，前世
紀の900トンより 1100-1300トンにまで増大した。加えてスウェーデンの鉄の
価格は， ドイツのそれよりも50%も高く， スウェーデン鉄 osmundは，イギ
リスでは鉄鋼と同ーの価格で販売された。スウ aーデン鉄 osmundが高価格
水準を維持しえたのは，その採掘・加工技術がより原始的な段階(直接加工法
による溶鉱炉の使用〕では鉱石それ肉体の自然的な良質性の結果であった。そ
の後直接加工法による生産物の品質のーそうの改替のために，間接加工法が導
入されたが，少くとも16世紀まで製鉄産業において溶鉱炉の占める重要性は高
くなかった。(資料 Iー (9)，p. p. 38-41.) 
17世紀より18世紀にかけて製鉄産業はめざましい発展を遂げ，スウェーデン
の鉄は世界市場で圧倒的な支配力を確保した。(ちなみにいえば1600-1720年
の年聞の平均値でスウェーデンの総輸出高に占める鉄の割合は50%，銅は30%，
1720年には各々75%と10%，そしてその生産高は鉄については同一期間中に5
倍に増大，だがスウェーデンの鉄のヨーロッパ全体に占める比率は18世紀中葉
で概算35%であり，この数字は銅のそれよりも低い。〉スウェーデンの鉄の最
大の国際市場はイギリスであった。(例えば1720年以前の数年間でイギリス
の鉄輸入は，スウェーデンの鉄が85%であり，この数字はイギリスの鉄の全消
費量の40%に当たる。〉一般的にいって鉄及び鉄鋼生産で相対的に高い国際的
地位を占める嗣は，同じく政治的にも経済的にも支配的な地位にあるはずで、あ
るが.17世紀のスウェーデンは，その例外であった。なるほどスウェーデンの
鉄はイギリスで消費される鉄の40%を占めたが，この数字はイギリスの総輸入
高の4%にすぎなかった。こうした状況は，主として， (1)鉄・鉄鋼の全体的な
消費は当時は依然として低七道具その他の設備なと'労働手段の体系は単純性
という理由で材木をもって充当し，製鉄・鉄鋼産業が資本財生産のために碁幹
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巌業となるには，かの農業革命の到来をまたなければならなかったこと， (おこ
うした労働手段・技術体系の下では，大半のヨーロッパ諸国は輸出向けの鉄の
余剰生産は不可能にせよ，自国の消費は自給しえたことなどによる。鉄及び鉄
鋼にたいするこのような国際的な需要要因にも拘らずスウ zーデンの製鉄産業
が園内的にも国際的にも卓越伎を保持しえたのは，本来スウェーデンの鉄鉱石
がもっている品質の高度さと純粋性を前提として， (1)鉄を溶解するのに十分な
燃料(コークス，石炭，材木など〕が存在したこと， (2)冶金・製鉄加工など一
連の技術ないしはその改良にみられる企業家的な要素， (おそれに加えて中U1:初
頭より伝統的なクラフトギルドの最も本質的な機能を反映し，製鉄マスターの
啓発的な利己主義に基づく，不断になされる質的改善への努力と中世的な枠組
み内における銑鉄及び棒鉄についての厳格な品質管理.(4)スウ zーデン人の先
見的な経済感覚すなわち質の低下と価格の上昇が，限界の，ないし限界以下の
業者の新規参入の可能性を助長することにたいする危倶感によって，品質と何
絡の安定を不断に図ったことなどによる。そして(2)ー (4)の，スウェーデγの欽
のこのような技術的な卓越性tどもたらしたのは，総じて17世紀初頭以来の，自
己開発型であれ，外国技術導入型(とくにドイツとフランス〉であれ，多くの
技術革新であった。そしてこのスウェーデン鉄の品質と価格の両面にわたる卓
越性は，次に来るべき経済的な危機の下でもスウ zーデンの鉄農業を存続させ
る契機となった。
このような製鉄産業における技術革新は，製鉄産業の中心地を従来のダーラ
ナ地方より鉱山地帯によりーそう近捜しているヴェームランドに移行させた。
それに伴って主たる船荷港もストックホルムよりイ品テボリェと移っていっ
た。この時期のスウェーデンの製鉄産業は，鉄鉱石の採掘及び製鉄所の設立を
も含むため相当規模な資本を必要とした。このような資本調達の可能な製鉄業
者は，上流階級としての貴族・第一級の世俗的な集団であった。これにたいし
て伝統的な小規模な製鉄業者は，より低い社会層に所属しており，後にはその
活動は採鉱及び銑鉄の生産のみに限定され，さらに第一級の集団から成る鉄工
業者によるすぐれた溶鉱炉〈とくにフヲ γス式のそれ〉の採用は，伝統的な小
規模製鉄業者のこうした活動合も閉止することになった。
そしてかれらが必要とする資本は，問屋としての外国の輸入業者を基軸とす
る貨幣もしくは商品形態での一種の信用制度によって調達された。それは，外
国の輸入業者によるストッタホルムやイエテボリーなと.都市の輸出商への前貸
→この輸出商による製鉄業者への信用供与→製鉄業者による製鉄労働者への前
貸という，一連の過程として展開された。この制度の下ではすべての関連の当
事者は，債権者に結びつけられ，その債務の決済ないしは肩代りなしにはその
職業からの離脱・労働の稼動性合認められなかった。そして製鉄業者と製鉄労
48 
働者との信用授受の関係は，製鉄所の地理的孤立伎という条件によって商品形
態という信用を成立させた。当時のスウェーデンでは鉄鋼を含むより高度な加
工品は，一般的な銑鉄・穆鉄や軍事・輸出向けの銑鉄の生産にたいして第二次
的であり，外国市場でも名声を博きなかった。加えてより複雑な労働手段・機
械体系にも鉄製品が入り込んだが，その商業的な発展はつぎの時代まで侠たな
ければならなかった。(資料 Iー (9)，p. p. 92-100.) 
(3) 森産物としてのタール産業一一
タールは第三の輸出品で、あり，その輸出先はイギリス，フランス，オランダ
などであった。ターノLの抽出は当時は針葉樹の森林て、あった。ターノレは，それ
以外の森林産物〈例えば板・板材)よりも運搬が容易であり，かつまた造船
(とくに軍艦〉・海運業で需要が高いこと，こうした理由によって，スウェーデ
ンでのタール産業の発展はめさ.ましく，タールのスウェーデンの独占的な支配
政策は，銅のそれよりもーそう苛酷であった。 17世紀以後.多数のタール会社
が設立されたが，その価格政策は，海外の顧客(とくにイギリス)の敵意をよ
びおこした。 18世紀初頭にイギリスは，北米植民地でのタールの生産に補助金
の拠出を決定しこれによってスウェーデンの海外市場におけるタールの独占
的な地位を抑制したが，それでもそれは，スウ且ーデン中世経済の豊かな財源
であり，その所有者は，ストックホノレム及びイェテボリーの支配的な商人であ
った。タールの生産にたL、して製材産業は，地理的諸条件による諸問題のため
にノルウェーに西ヨーロッパ市場の独占的な地位をゆだね，それが主要な産業
として成長するには，地理的諸条件による諸問題の克服を侠たなければならな
かった。(資料1-(9)， p. p.l00-101.) 
「偉大なる帝国」の時代における主権の維持・強化やその下で当時のヨ
ーロッパにおいて軍事的政策を実施するための物的基盤としてのこれらの
諸産業の諸生産物(制，鉄，タールなど〉は，それではどのような仕組み
で販売=輸出されたか，さらに概観しよう。
一般に封建的生産様式の下では，そこでの農業生産力の発展・剰余生産
物の増大を背景として，商品・貨幣経済が発展し，これに随伴して従来村
落共同体を基礎に直接的生産者としての農民(農奴〉を主たる現実の生産
の担い手とする奥村にたいして，商品流通を担う商人階級左都市が発生す
る。すでにふれたように，スウェーデン中世経済は，他のヨーロッパ諸国
にみるような荘園制一一それが古典荘園制であれあるいは純粋荘園制であ
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れーーを物的基礎とし，それを前提としてピラミッド型の政治的・社会的な
支配関係が成立する典型的な形態での封建制はみられなかった。とはいえ
この封建制の特殊性にも拘らず，その物的基礎は農業生産であり，村落共
同体における「耕地解放制」という農業経営形態と土地の所有をめぐる基
本的な四つの階層を前提とする，操業中心の自給向児的な自然経済であっ
た。スウェーデン中世経済とりわけ17世紀より18世紀における商品・貨幣
流通の発展，したがってまた商・工業と都市の発展は，当時すでに先進ヨ
ーロッパ諸国がいわゆる「封建的危機」の時代を迎え，その下で燥閉した
かの「重商主義戦争」とL、ぅ枠組に規定され，この時期のスウェーデン中
世経済の主要産業の生産物の販路=輸出もまたそうした枠組の中で行われ
たのである。
すでにみたようなヴァイキングの海外進出・植民活動が終罵を告け't.:11
世紀後半以後，北海・バルト海沿岸を中心とするいわゆる北欧商業の主た
る新たな担い手としてかつてのフリースランド人とノルマン人に代って登
場してきたのは，ハンザ商人，わけでもドイツーハンザであった。この北
欧商業=北方貿易は.i商業の復活」を契機に，一般には11世紀より14世
紀中葉までヨーロ vパにおけるもう一つの商業聞としてイタリア商人の活
動の舞台であった地中海沿岸を中心とする南欧商業=地中海貿易と共に，
ヨ-pッパの商業活動の主軸の一つであった。そしてこの南北ニつの商業
闘を結合したのは，さしあたりはシャンパニ晶一，ついでブルージュ，そ
してもっと後にはアントウエルベンであった。一般に北欧商業圏は，すで
に「商業の復活」に前後する時期より北ドイツ諸都市の商人の進出や北ヨ
ーロッパ各地における輸出産業の形成(例えばフランドル諸都市の毛織物
工業，その原料を提供するイギリス羊毛工業，デューナ河流域の穀物を中
心とした農業，スカネール沖の僻やベルゲン沖の鱈の捕獲とその加工業な
~)によって新しい展開のき~しを示していた。北ドイツ諸都市の商人
は，さしあたり東欧のロシアやスカンジナヴィア諸闘を，北海・パルト海
沿岸を中心とする仲継貿易を展開することによって西欧世界の中心部に結
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びつけた。かれらは.12世紀中葉以後北・東欧への大規模な械民とノルマ
ン人の旧商業都市に代る新しい都市の建設(例えばすでにふれたように
1143年リューベヅク.1160年ヴィスピイ.1201年リガ.1218年ロストック，
1230年ダンツィヒの建設など〉を基礎として北海・パルト海域の経済的な
支配を確立した。これを前提にさしあたりかれらは，ヴィスピィに組合=
ドイツーハンザを組織した。 13世紀にはかれらは，丙方のフランドル及び
イギリス，東方の北海・パ/レト海域及びロシアとし、う東西両地域を結合す
る商業仲介者としての地位を固め，東西の諸都市・諸国家によって各種の
特権(例えば特恵関税吏易の向由と安全，府内地の設醍とその自治権:な
ど〉を要求する実力を身につけていった。ドイツーハンザは，その初期に
は外地でのこうした特権の獲得・維持を円的とした商人の団結だったが，
やがて都市の団結へと大きく成長した。わけてもバルト搬の噴点的地域で
あったリューベッグは.14世紀頃東丙貿易の{中継点としての地理的条件・
不断に南下を求めるデンマークの外的成脅にたいする防衛上の拠点という
政治的地位によって， ドイツーハンザ同盟の盟主となった。そして1360年
代の北海とパルト海を結ぶズント海峡の制海権をめぐる対デンマーク戦争
での同盟側の勝利 0367年〉とそれにつぐシュトラールズンド講和条約
(1370年〕によって，ハンザ同盟は北方支配を確立し.14世紀後半にはそ
の全盛期を迎えた。
ドイツーハ γザ商人の商業活動の範聞と取扱商品は，その仲継商業とい
う性格に規定され，きわめて広範・多様であった。それは東はロシアより
西はフランドル・イギリスまで，北はノルウェーから南はイベリア半島ま
で，各地に及んだ。東方向け商品には， リューネブルグの塩，フランドル
の毛織物，その他の手工業製品，そして後にはフランスのぶどう酒が提供
された。これにたいしてロシア・パルト海沿岸諸国からは，毛皮，密蝋，
ピvチ，タール，木材，そして13世紀以後は穀物，スカンジナヴィア諸国
からはかの「貯蔵経済」の産物としての乾魚，塩ずけの緋，パター，天然資
源の開発による鉄鉱石などが供給された。総じていえば南欧商業が上流階
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級の奪修的欲望を充足する東方の地域的特産物を取扱ったのにたいして，
ドイツーハンザ商人は主として北ヨーロッパ地域聞の交易の仲継者とし
て，取扱商品も食料，原料，手工業製品など生活必需品が中心であった。
ドイツーハンザの進出は，わけでもロシアやスカンジナヴィア諸国では
めざまししこれらの地域の商人達は，完全にドイツ ハンザの雇われ人
ないしは代理商の地位におかれ，かれらにとって「スウェーデンの分け前
は，ハンザの食卓ーからこぼれおちたパン肖の中に存花|し， Iドイツ ハ
ンザにとって，スウェーデンは貿易の仲間 (pa凶neのであるよりも，貿易
の一地域 (atrading area)であったJ(資料1-(9)， p.60.)といわれた。
スウェーデンの主要輸出産業たる鉱山業もこうしてドイツーハンザによっ
て組織され，資本調達されていたので、ある。
一般的にいって14世紀後半にはオラング・イギリスによるドイツーハン
ザの取引領域への進出の開始，対内的にはハンザの ~~{J.主としてのリューベ
ッグにたいするプロインセンの勢力のi科大に伴い， 15世紀にはドイツーハ
ンザの特権も徐々に失われていった。そして16世紀にはかの地理の発見に
媒介された商業革命の進展を契機に， I封建的危機」の深化と経済的・政
治的・社会的制度としての封建制の崩壊過程で，さしあたりはポルトガ
ル・スペインが，ついで17世紀には独立戦争以来オランダが，そしてその
少し後にはイギリスが， ドイツーハンザはもとより南欧商業としての地中
海貿易の担い手であったイタリーの商人に代って，国際的な貿易の新たな
支配者と Lて登場する。こうした16世紀より17吠紀における西ヨーロッパ
の大半の諸国で進行した「封建的危機jの時代の到来，そこでの絶対王制
の成立と主重商主義思考を基調とする経済政策の策定と実施，その結果とし
ての世界商業の覇権をめぐる「重商主義戦争」とそれにより大きく変貌す
るヨーロッパの商業地図，このような状況の下においてさえ，スウェーデ
γの輸出にたいするドイツ ハンザの経済的・政治的な影響はなお強く，ス
ウェーデンは，各種の巧妙な手段によってその影響の排除に努めた。(前
述のように，ストッグホルムの IradJの議席の過半数以上をドイツーハ
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ンザ商人が占めたのは，そのよい例である。〕かれらは自らを前進的な文
明の代理人としてもとよりスウェーデンへの同化を望まず，スウェーデン
をドイツーハンザの市場開拓に適した植民地的領土と考えた。〈資料I
一(9)，p. p. 48-53， p. 106.)こうした外国人主導型の貿易構造の下で，そ
れに関与しうるスウェーデン人は，伝統的に主として都市市民に限定さ
れ，圏内商業は農民によって副業的に営まれてきた。(資料1-(9)， p.53.) 
だが17世紀以来こうした外国貿易の動向にたいして，同時代の都市の発
展及び都市政策にも多少の変化がみられるようになった。例えば KarllX 
は，都市勢力の不断の拡大を求め，大規模な新しい都市の建設を促進し
た。だがこの新輿都市は， Gustavu 1 Vasa以来の伝統的な都市政策一一
それは， (1)都市の産業は商業，造船，手工業に限定されるべきこと， (2)都
市は取引中心地としての仲継都市と内陸都市に大別され，海外貿易に従事
しうるのは海岸線沿いの仲縦都市に，園内取引は内陸都市が分担すること
を基軸とした(資料I一(9)，p. p. 72-73.)一ーに沿って，主として内陸都
市であり，しかもこの都市で，本来なら都市産業が遊行すると想定された
機能も，農民により一層機動的に果され(資料1-(9)， p. p.llO-1l2よ
加えてそれは，依然として農業社会的な取りきめを内在していた。この時
代の都市政策は内陸都市を犠牲にして仲継都市の開発・発展をめざすもの
であり，その一例は1622年の農村と都市の交流をはばむ都市関税の設定で
あった。いずれにせよバイキングの海外進出・植民活動の終意後，北海・
バルト海沿岸を中心とするドイツーハンザによる北欧商業の一環に固く組
み込まれたスウェーデンの貿易=輸出構造は，同時にまたこの時期のスウ
ェーデンの都市の発展にも少なからぬ影響を与えたのであった。すでにス
ウェーデン中世経済の初期の段階においてさえドイツーハンザがスウェー
デンの鉱山業に寄せる関心は多大であり，そのためかれらは，スウェーデ
ンの沿岸及び内陣地帯に定住し，その開発に関与したのであった。ちなみ
にいえばストックホルムは，この政府の政策とは直接的には無関係に，鉄
の輸出貿易と中央当局の中心地として自然発生的に発展した都市であり，
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当時のスウェーデンの輸出高のす-fは，ストックホノレムを媒介とし
た。
以上， 17世紀におけるスウェーデンの経済発展の一般的な動向を主とし
てつぎの問題を中心に概観してきた。すなわち第一にスウェーデン中世経
済にみられるスウェーデン封建制の特殊性を前提として，スウェーデン中
世経済を特徴ずける某本的・一般的な枠組み，第二にその枠組みからの離
脱ないしはその解体を迫まった主要なー契機としての政治史的要因(=か
の「偉大なる帝国Jの時代の閉幕・展開・終謁の過程)，第三にそしてこ
の政治史的動向を支える財政的・物的基盤となり，かつまたスウェーデン
中世経済の基本的・一般的な枠組みを前提としつつもその変革の端初を開
いた，農業以外の諸産業部門〈とくに銅・鉄及び製鉄・タール産業〉の政
府にする重商主義的な保護・育成策による発展とそれらの産業部門の諸生
産物の販路=輸出の担い手として， ドイツーハンザ及びオランダ商人を主
導者とする北欧商業が果した役割である。
本項を閉じるに当ってなおここでとくに留意しておきたいことは，この
時期に発展したスウェーデンの輸出向け諸産業は， ドイツーハンザ及びオ
ランダ商人を媒介としてようやく国際市場に結びつけられたるようになっ
たにせよ，これらの諸産業それ自身の発展と販路とは，いずれもその主導
権を当時の先進ヨーロッパ諸国の手中に掌握されていたということであ
る。これらの諸産業の発展に必要とする労働手段・技術体系はもとより，
資本・金融機関の提供と設立やこれらの産業部門の組成単位としての企業
ないしは企業家など，その碁軸部分の大半は外国人の手によって提供・運
営された。(例えばわれわれはその左証として，鉄工業におけるフランλ
式溶鉱炉やドイツ式溶鉱炉の導入，銅産業におけるオランダ式の，溶解分
離過程の最終的段階の湾入，スウェーデンにおける最初の半官半民の銅会
社における資本の大半の提供者が Louisde Geerであり，唯一のスエー
デン人は AxelOxenstiernaであること，スウェーデンにおける最初の銀
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行の設立者であり問時にヨーロッパの最初の紙幣の発行者はオランダ人
Johan Palomstrnckであること，さらに少くとも17世紀末葉までスエー
デンにおける企業の債権者・政府財政の顧問は外国の金融業者であり，例
外は先にあげた AxelOxenstierna及び Jacobde la Gardeであったこ
となどをあげることができる。)(資料 Iー (9)，p. p. 101-109，資料I一(10¥，
p. p. 51-52.)この点で少くとも17世紀におけるスウェーデン中世経済に
みられる諸産業の発展は向立性を欠き，それが旧来の経済の変革を迫ま
り，自立的な工業化過程の開始に導く決定的な作用因のーっとはなりえな
かったのである。
すでに I-J[項においてわたくしは， Iスウェーデンにおける商人の会
計帳簿の一例」や「スウェーデンにおける最古のご冊の商業簿記教科書」
についての紹介と若干の検討を加え，併せて mスウェーデン工場簿記』
の若干の展望」にふれた。そしてこれらが，向人的な会計実践としての会
計帳簿であれ，あるいは複式簿記書の出版であれ，何よりもまず「スン
マ」以来日世紀をつうじて当時の先進ヨーロッパ諸国で普及ないしは新し
い展開を遂げたいわゆる複式簿記の，主としてドイツ及びオランダの商人
を媒介とする，移植であったことを指摘した。そしてまたその普及と新た
な発展は，つぎの世紀に侠たなければならないことを示唆した。本項でみ
た17世紀におけるスウェーデンの経済発展の一般的な鎖的は，こうしたス
ウェーデンへの復式簿記の伝来事情を側面より一層明らかにしてくれる。
ただ本項で残された重要な問題の一つは，複式簿記は何よりもまず資本・
営利企業の簿記として成立したという歴史的経緯から，当時のスウェーデ
ンにおける外国人主導型の資本調達と企業経営の現実がどのようなもので
あったかということである。これについては今後の研究にゆだねたい。
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V スウェーデシ近代会計学「前史」における出発点の後進
性 一一むすびにかえて一一
すでに前号の u項で、みたように， 15世紀末葉の「スンマ」によって
代表されるいわゆる複式簿記が，スウェーデンへ伝来したのは，およそ17
世紀初頭頃であったと推定される。内外の簿記史家達が教えてくれるよう
に， 16世紀は簿記学史1::1スン γ 」以来のいわゆる復式簿記の，当時のヨ
ーロッパ先進諸闘への伝来・普及・発展の過程であった。この過程をいわ
ゆる復式簿記形態の展開の過程としてみれば，大まかにいってそれは，二
つの流れに大別されるであろう O その一つは，主としてドイツを中心に
展開したいわゆるドイツ式簿記法であった。例えばわれわれは，その代弁
者としてドイツの MatthausSchwartz (Venezianischer Handel der 
Fugger nach der Muster buchhalting des Matthaus Schwarz von Al. 
fred Weitnauer， 1516.)， Heinrich Grammateus (Buuhhalten durch 
Zorna!jKaps und Schuldtbuch au妊 alleKau妊manschaft，Nurnberg， 
1518.)や JohanGottlieb (Buchhalten， Zwey Kunstlich vnd versten・
dige Buchhaten u. s. w， Nurnberg， 1546.)，ドイツ人であるがフランス簿
記史上「フランス会計の底流J(資料I-14， 117貞.)をなす代理人簿記の
代弁者としての ValentinMennher (Livre de compta a guise et maniere 
Italiana， 1550.)の所説をあげることができる。もう一つの流れは，同時代
のイタリア式簿記法とりわけ「スンマ」によって代表されるそれの伝統に
そいながら，その一層の展開・発展を遂げた一連の所説で‘あった。例えば
われわれは，その代弁者としてオラ νダの ChristffelsJan Ympyn (Nieu・
we Instructiie， Antwerpen， 1543.); ドイツの Wolffgang Schweicker 
ぐZweifachBuchhalten sampt seinen Gionalぱesselben B巴schlus/auch
Rechnung zuthum u. s. w.， Nurnberg， 1549.)やSelbastianGammers・
felder (Buchhalten Durch zwey Bucher nach Italianischer Art vnd 
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Weise， Dantzigk， 1570ふイギリスの JamesPeele (The Pathe Waye to 
Perfectnes in the Accomptes of Debitour and Creditour， London， 1559.) 
などの所説をあげることができる。
すでに前号のE項及び同(詑1)でふれたように，ドイツ式簿記法は，論
者により幾つかの点で柑違があるにせよ，およそつぎのような基本的な特
徴をもっている。 (1)いわゆるイタリア式簿記法の総勘定元帳を，債権債務
帳と商品元帳に二分一一この場合このこつの帳簿が相互に独立した別個の
帳簿という形式をとるにせよ，あるいは総勘定元帳内部における分割とい
う形式をとるにせよーーし，貸借記入の説明についてはその本来の借主・貸
主という思考をきわめて厳格に解釈すること， (2)帳簿締切の手続は，商品
帳の最後で売残り品の在高の確認とその評価を含む口別商品売買損益の総
括とそれによる純損益の算定(=この手続は，内容的には現在みるような
集合損益勘定の設定とそニへの商品販売益の振替に相当する)，ついで現金
勘定をも含む債権債務帳の総括とそれによる現金収入・諸借主残高・未販売
商品の合計より現金支出・諸貸主残高を控除することによって同じく純損
益を算定(=この手続は，内容的には現在みるような残高勘定への実在諸
勘定の振替に相当する)，そしてこれらの手続を前提として算定される各純
損益の照合とそれによる記帳の複式簿記的な検証を説く。こうしたドイツ
式簿記法は，同じく 16世紀をつうじてイタリア式簿記法それ自体を継承し
つつ新たな展開・発展を遂げた一連の所説を念頭におくとき，種々の点で
批判・克服されるべき問題性を内在していた。例えば，その実際的な適用
可能性は一般に小規模企業であること，企業規模の拡大・復雑化に伴って
多様化する名目諸勘定項闘はどのようにして個別的に把握可能となるか，
またそれらの項目は，債権債務帳に資本主持分の増減として記帳されるの
か，あるいは商品帳に口別商品の売買損益の算定に関連する諸項目として
記帳されるのか，さらにまた Johan Gottliめのように債権債務帳と商品
帳をイタリア式簿記法の総勘定元帳内部での分割と考える場合，この分割
が果してイタリア式簿記法の総勘定元帳にたいする卓越性を主張しうる根
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拠があるかどうか，そして JohanGottliebの場合にみるような分割は，
総じてイタリア式簿記法の総勘定元帳への「復帰の道を示唆するJ(資料
E一(14)，176頁.)とも評されるのである。そのためドイツ式簿記法は，今
日の言葉でいえば，集合損益勘定と残高勘定の照合による記帳の複式簿記
的な検証性という主張の卓越性にも拘らず， 16世紀のほぼ中葉以後ドイツ
においてさえも，例えば WolfgangSchweickerや SelbastianGammers-
felderの所説にみるように，イタリア式簿記法それ自体の伝統を継承しつ
つ，そのーそうの展開・発展の過程にとって代られていったのである。
こうした16世紀におけるいわゆるイタリア式簿記法それ自体のヨーロッ
パ諸国への伝播・普及・発展の過程を，ここで地域別あるいは論者別にせよ
特別にとりあげ，詳細に論及する必要性は必ずしも存在しない。ここで16
世紀におけるヨーロッパ諸国のいわゆる複式簿記の発展にいささかなりと
も留意するのは，およそ17世紀頃ドイツーハンザ及ひ、オランダの各商人を
媒介としてスウ zーデンに伝来したと推定される復式簿記は， iスンマ」を
基点にほぼ一世紀をつうじて，当時の先進ヨーロ yパ諸国におけるいわゆ
る複式簿記の一層の展開・発展の所産であることを確認するためである。
加えてスウェーデンへいわゆる複式簿記が伝来したと推定される17世紀
は，簿記史上論者によっては「イタリア式簿記法の修正期J(資料E一(8)，
204頁.)とよぶように，iスンマ」以来のイタリア式簿記法の説明・解説や
その一層の展開(例えば帳簿組織にみられる各種補助簿の発展，統轄勘定
の出現，期間損益計算へ移行する過渡的段階を象徴するような各種の帳簿
締切方式の形成と貸借平均原理の貫徹=白検作用の充実のための諸}j式・
諸工夫な2〉)に留まらず，いわゆる複式簿記が前期的資本としての商業・
高利貸資本の簿記より脱皮する時期であった。例えばオランダの Simon
Stevin (Wisconstighe Gedachtenissen--Coop01anS bouckhouding op 
de Italiaanse wijse， Lyden， 1608.)，イギリスの RichardDafforne (The 
Merrchants Mirror， London， 1635.)，フランスの JacquesSavary (Le 
Parfait Negociant， Paris， 1675.)などの所説にみるように，これらの国々
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では，簿記上「資本主とは分離した……独立的な資本概念，または資本の
組織体としての企業の概念」の成立ないしは資本の継続的な組織体として
の企業概念、の形成(資料E一(121)，325頁ふ一般商品勘定の成立など，い
くつかの指標の下に，定期的な期間損議計算思考の現実化とその制度化が
すでに開始していたのである。(資料E一(1)，第5章，資料E一(13)，第15
章.) 
(注) 16世紀におけるl帳簿締切方式例について一一
一般に期間損益計算の下では，帳簿締切の手統と決算手続とは同時並行的に
行われる。ここでは決算手続は，期末決算整理・評価を嫌介として，名目諸勘
定の集合領益勘定への振替，そこで算定される期間損益の資本金勘定への振
替，ついで実在諸勘定の決算残高勘定への振替によって全勘定の締切という過
程を辿る。これにたいしてお世紀における帳簿締切は，当時の取引形態な反映
して帳簿締切と今日でしづ決算手続とは必ずしも時間的には結合しない。だが
帳簿締切の技術的過程は，すでにこの時代においても上記のような手順を基本
としながらも，それとは若干異なる方式がみられる。{7Jえばわれわれは，そ
の一例として JamesPeeleの第l著作 (Themaner and fourme how to 
keep a perfecte reconying， London， 1533.)や， Selbastian Gammersfelder 
の所説 (Dangig，1570.)などをあげることができる。〈資料Eー 闘， 124ー 125
頁.)かれらはいずれも，勘定記入の余白がうまって別の紙業に繰越す場合なさ
れるべき帳簿締切と更新の手続の問題をとりあげる。この際かれらは，人名勘
定，現金勘定のほかに商品勘定を引き合にだし，売残り商品の繰越の手続をめ
ぐる説明を媒介としてそれに伴う商品売買損益の算定・帳簿締切・更新という
一連の手続を示す。
James Peeleの所説ではこの一連の手続は，つぎのような形をとる。 (1)元帳
諸勘定の締切に先立って貸借欄をもった別個の紙業に元帳諸勘定の全項目を鍋
益計算の観点より務理して計上し，貸借・合計の照合・一致によって損主主計算;の
正確性を検証する。(この手続は，今日の精算表の機能を果すものといわれて
いる。)(2)ついで商品勘定の借方仕入高より帳簿棚卸によって算定された売残
高を一方ではその貸方側に加え他方では残高勘定の借方側に記入し，商品勘定
の貸借差額として商品販売益を算定→それを集合損益勘定に振替える。 cこの
集合損益勘定には商品販売益の他に諸1i目勘定が直接記入されていると思われ
る)(3)集合損益勘定の貸借差額として算定された純損益を資本金勘定ではなく
て残高勘定に振替える。 (4)残高勘定には，上記の商品売残高のほかすべての実
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在諸勘定残高が振替えられ，これによりすべて諸勘定の締切が終了するけ5)旧
記帳より新元帳への繰越は，新元帳に今日の開始残高勘定に相当する勘定を設
定し，旧元帳の資本金勘定及び損益勘定以外の全勘定残高を貸借反対にしてこ
の開始残高勘定に振替える。ついで新元帳の開始残高勘定の借方項目及び貸
方項目を，それぞれ当該勘定の貸方及び借方に記入する。(この手続は，今日
の大陸式決算法における開始記入に相当する。)(資料E一回， 153-154貰.) 
以上のような JamesPeeleの所説にたいして， Selbastian Gammersbelder 
の場合にはこれらの一連の手続は，つぎのような形をとる。 (1)諸人名勘定残高
を「諸向貸借勘定」に振替え総括し ζの勘定における総括的な借方・貸方の
合計額を帳簿締切のため設定される残高勘定へ振替える。 (2)各商品勘定につい
ては，各商品の販売済分と未販売分を調査し，かつまた後者については原{闘を
策定，この棚卸評価を媒介左して各商品の販売損益を集合損益勘定に振替え純
損益を算定し，これを資本金勘定に猿替える。 (3)実在諸勘定残高を残高勘定に
娠替え，その貸借差額は資本金勘定に振替える。 (4)旧元帳より新元帳への繰越
は，旧元帳の残高勘定より新元帳の各勘定へ直接振替え，開始記入をする。(資
料1-(14)， 178頁，資料日一(19)， 114-122頁及び133-141頁.) 
このような17世紀における当時の先進ヨーロッパ諸国におけるいわゆる
複式簿記の発展水準にたし、して，同時代のスウェーデンでは，当時の商人の
会計帳簿の一例として引き合に出した MartenWewitzer.Rosenstiernas 
Arkivや，最古の二冊の商業簿記教科書の紹介と若干の検討の結果が示唆
したように，すでに「スンマ」以来日世紀をつうじてヨーロッパ諸国で
普及・新たな展開を還げたいわゆる俊式簿記が，当時の北欧商業の担い手
たるドイツ及びオランダの商人を媒介として，ようやく当地に伝来し，そ
の移他が開始したにすぎなかった。しかも17世紀に伝来・移植されたし、わ
ゆる俊式簿記それ自体も， 16世紀ヨーロッパ諸国で、展開を遂げたそれの輸
入版であり， 16世紀ヨーロッパ諸国の経済発展の程度に規定された内容と
限界を含むものであったO スウェーデンにおける近代会計学「前!と」の基
点をなす，いわゆる複式簿記の同国への伝来が，当時の先進ヨーロ yバ諸
国におけるそれよりもおよそ一世紀以上も遅れたこと，そしてスウェーデ
ンへいわゆる複式簿記が伝来し，その移値が開始する時期には，すでに継
続企業の概念を媒介として期間損益計算ないしは会計期間の概念が，貸借
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平均原理を基軸とする復式簿記思考のうちに組み込まれ，帳簿締切の技術
的な過程がほぼ定期的な期間損益計算上の決算手続の過程として同時併行
的に行われ，しかもその制度化のきざしがすでに開始していたことなど，
総じていえば，それらはスウェーデン近代会計学「前史」における出発点
における後進性を示すものといってよいであろう ο 一般に期間損益計算の
成立の経済的前提として，いわゆる冒険商業より定着商業の成立・継統企
業概念の形成・年度会計にたいする対内及び対外的な要請など，さまざま
の前提があげられる。とはいえここでとりわけ留意したいのは，すでにで
みたような， 16世紀より17世紀にかけてのヨーロッパ経済史の一般的な流
れとの関係でスウェーデンの経済発展の一般的な動向が示すその後進性で
ある。スウェーデ γ近代会計学「前史」の出発点の後進性一一一それはスウ
ェーデンへの複式簿記の伝来事情のー特徴をなすものであるが一ーは，ま
さしくすでにみたようなその経済発展の一般的な動向の後進性によって規
定されたものであった。このことを確認して本稿を閉じたいと思う。
